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④なりきり体験講座たじみつこ･･･市内の店舗・企業で活躍する人々を講師に招き、子ど
もたちが様々な仕事を体験できるプログラム。２０種類の講座を夏休み期間中に開催。
約400人が受講。

⑤１階フロア事業-ウェルカムl-…まなびパークの1階フロアを活用して、体験・鑑賞
型企画（年間26事業）や展示企画（年間21事業）などを開催。
その他、外部との連携事業も展開している。例えば、多治見まちづくりTMOとの連携で
は、まなびパークと市街地との間を回遊する流れができることを目指し、同社が運営する
ギャラリー・カフェよりクラフト作家やカフェスタッフがまなびパークに出向いて行う体
験講座を開催したり、市民病院との連携では、健康・医療講座を学習館や7公民館を会場
として、毎月１回（全１２回）、通年型として開催したりしている。
また、各公民館では、平成13年から組織化された地域の市民からなる公民館活性化委員

の会が中心となって、毎年、地域色あふれる各種事業を企画し、実施している。その成果
の表れか､今までに7公民館中4公民館が文部科学省の行う全国優良公民館表彰を受賞して
いる。その一つ、養正公民館の事業をみてみると特色ある事業として以下の事業が行われ
ている。（平成23年度の実績）
①養正元気サロン…軽運動「らくらく貯金体操」で筋力アップを図り、後にティータイ
ムで交流の場を設けている。通年で隔週金曜日に実施。

②ひよこのひろば…0～3歳児と保護者向けに、通年で隔週火曜日に実施。大型遊具の設
置や子育てに役立つ事業を提供し、楽しい子育て、孫育てサポート。

③地域との連携事業…「食育」をテーマに地域の高齢者と小学生が給食を共にし、交流
を深める「ふれあいランチタイム」や文教地区の特性を生かし、多治見高校、多治見
北高校の吹奏楽部と連携した楽器体験では、高校生と小学生の交流が行われている。

5.多治見市の成果と課題

前節まで多治見市の文化スポーツ課と指定管理者である多治見市文化振興事業団の事
業の概要をみてきたが、多治見市の一般行政化と指定管理者制度についての成果と課題は
何であろうか。はじめに成果としては以下の点が挙げられる。
一つには、複数の社会教育施設の一体的管理により、それまでの行政の縦割りを克服し

た事業が展開できるという点である。例えば、事例でも紹介したように学習館と図書館、
学習館と公民館、文化会館と公民館との連携事業などがそれである。
また、各公民館の館長や主事は事業団から派遣されるので、各公民館の全体的な統一感

とレベルアップも図られているという面もある。
二つには、地域や企業など外部との連携がより活発化したことである。これも事例で紹

介したように、学習館では、地元の企業やTMO、市民病院等との連携が見られ、養正公民
館でも、学校や地域の関係団体との連携が見られる。こうした外部との連携は行政が直営
のときも、出来たことであるし、まったくなかったわけでもないが、制度的制約が多い行
政に比べ民間団体同士ではより柔軟な対応ができ、協力がスムーズにいくケースも多いと
いうことである。
三つには、先行研究でも指摘されていたが、事業団の職員がプロ化して、行政職員以上
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に専門家としての能力を発揮していることである。その結果、行政が直営で事業を行って
いた時よりも多彩で新規性、独自性あふれる事業を展開することにつながっている。
では課題はどうであろうか。多治見市では、先行研究で指摘されていた一般行政化によ
る教育委員会や教育委員会に窓口を持つ関係団体との関係の希薄化などはないという。そ
の理由としては、そもそも多治見市の場合は、学校教育に関係の深い青少年教育や家庭教
育等の分野は、教育委員会の教育推進課が所管し、それ以外のいわば成人教育部分を市長
部局の文化スポーツ課が所管するという棲み分けを行っているためであるという。しかし、
この点については､学校教育､社会教育､首長部局の施策全体を統合･調整していくのが、
総合行政としての生涯学習行政である8)という観点からすれば、望ましいとはいえない。
次に、公益性の担保という面はどうであろうか。この点は、前述のとおり、文化スポー
ツ課と財団が協議して作成する事業計画（生涯学習方針と重点施策）によって担保されて
いるという。
次に、人材育成の面ではどうであろうか。多治見市では生涯学習事業のほとんどを事業
団が行うため、正規の行政職員である文化スポーツ課の職員が経験を積む機会がなく、成
果で挙げられた事業団の職員のプロ化に反比例して、行政職員の生涯学習・社会教育分野
に対する能力が向上しないという課題が挙げられる。
この点には、生涯学習・社会教育分野だけに限らない行政の普遍的な課題が含まれてい

る。つまり、行政職員は、２～3年ごとに人事異動で替わっていくため、専門性や継続性が
問題となっている。多くの地方自治体では､社会教育主事のような有資格者も、生涯学習・
社会教育担当部課に永続的に配置されることは少ない。その結果、行政職員の専門能力の
低下が懸念されている。

6.一般行政化と指定管理者制度の諸課題と今後の展望

最後に改めて、一般行政化と指定管理者制度の諸課題について整理したい。
第一には、一般行政化であれ、指定管理者制度の導入であれ、生涯学習・社会教育行政

が､支障なく実施されることへの担保が重要であるという点である。古市は､そのために、
生涯学習推進本部の再構築や生涯学習審議会の活性化・機能化9)を指摘しているが、多治
見市には、そうした機関は存在しない。加えて言えば、生涯学習推進計画の整備も重要で
ある。多治見市は、充実した総合計画がその役割を果たしており、その進行管理も「総合
計画市民委員会」や「指定管理者評価委員会」等により厳しく管理されているということ
であるが、やはり一般的には、生涯学習行政を総合的に推進する体制と計画を整備するこ
とが重要であろう。
多治見市では、課名も文化スポーツ課となり、生涯学習・社会教育の名はどこにも出て
こない。
事業団の年次報告書にも、生涯学習事業は文化事業の中に含まれてしまっている。生涯

学習・社会教育行政は、文化行政と近接した分野ではあるが、同じではない。毎年、事業
団とは協議のうえ、生涯学習方針と重点施策を作成しているということであるが、やはり
市として生涯学習・社会教育行政に関する計画もしくは指針等を策定しておく必要があろ
う。

-９-



第二には、生涯学習・社会教育行政のどこまでを指定管理に委ねるべきなのかといった
問題である。この点は生涯学習・社会教育行政に限ったことではないが、事業のほとんど
を指定管理に委ねるのであれば、行政が本来果たすべき役割は何なのかという根源的な問
題に突き当たる。
多治見市の事業団はすでに市の文化施設の約８割を指定管理者として受託しており、職

員数も予算規模も増加の一途を辿っている。あたかももう一つの市役所が出現したようで
ある。しかし、たとえ、施設や事業のすべてを指定管理に委ねたとしても、総合行政とし
て生涯学習担当部局が果たす役割のすべてを指定管理業者に委ねることはできないはず
である。
第三に、すでに述べているように、行政職員の専門能力低下の問題である。一般行政化
も指定管理者制度も、生涯学習･社会教育行政を熟知した職員が運用してはじめてその成
果をあげることのできる制度である。
特に、生涯学習・社会教育に関する専門能力は、実際の経験によって培われる面が大き
い。指定管理者に事業の大半を委ねてしまうと、そうした経験を積む機会が失われてしま
う。行政職員に専門能力が育たなければ、指定管理者を適切に選定し、評価することも困
難となろう。指定管理者制度を導入しつつも、積極的に、行政職員が、事業に関わってい
く仕組みが必要ではなかろうか。
同時に、研修制度も重要である。地方自治体は、研修にかかる費用を惜しまず、積極的
に国や都道府県の行う社会教育主事等の専門職員に関する研修に行政職員を派遣すべき
である。同様に、指定管理者制度を導入している場合には、指定管理者に対しても、当該
職員・スタッフを上記のような研修に派遣するよう求めていくことが重要であろう。

【注記・参考文献】
古市勝也「生涯学習振興における一般行政と教育行政」『日本生涯教育学会年報第33号』日本生涯教育学会、2012,
ｐ､９１
前掲書1)、pp.103-104
文部科学省『生涯学習センター・社会教育施設の状況及び課題分析等に関する調査報告書』2011,p.144
松田典之「指定管理者としての地方公社の可能性一公共図書館の事例一」『日本生涯教育学会論集32』日本生涯教
育学会、2011,p.６１
西寺雅也『多治見市の総合計画に基づく政策実行一首長の政策の進め方一』公人の友社、２００４
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中央教育審議会答申「新しい時代を切り拓く生涯学習の振興方策について-知の循環型社会の構築を目指して-」
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